
（別紙）    「新防災教育副読本を活用した指導事例」様式（提出用） 

 学校名 ［ 生出中学校 ］    氏名 ［ 三上 直子 ］  授業者〔 浅野 佑一 〕 

［ 中 ］学校 ［ ２ ］ 年版  単元名 ［ 情報に振り回されないために ］ Ｐ３６～３７ 

                   教科・領域名  ［  国語  ］ ［ 時間 ５０ 分 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

（二年生 国語の教科書 P４０～４７の学習が一通り

終わった後に行った。） 

 

１ 震災当時，情報をどこから得ていたか。（発問） 

 ・新聞 ・テレビ ・ラジオ ・インターネット等 

 

２ 災害時，どう行動すれば良いか，災害時における 

生活レベルの向上のために情報が必要不可欠であ 

ることを知る。 

 ・ 副読本（P３６～３７）を音読する。（学習活動） 

 

３ 外国の人も分かる「やさしい日本語」を使ったポ 

スターを書いてみよう。（中心発問・学習活動） 

 ・ 見出しは複数の言語で表す。 

 ・ 内容は一枚の掲示物につき一つの情報とする。 

 ・ 表記には漢字を用いる。（漢字圏の人は意味を

推測することができ，避難場所や目印となる建物

は漢字で表記されている場合が多いから。） 

 ・ 言葉の区切りごとに一字分空けて意味のまとま

りを分かりやすくする。 

 ・ 内容に関連する絵や地図を付けて情報を補う。 

  上記の点に注意してポスターを書く。 

４ 書いたポスターを黒板に貼り，意見交流をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返りシートに振り返りを記入する。 

 

 

 

１ 被害を大きく受けた地域ではないため，情 

報に困るという経験をした生徒が少ない。そ 

のため，教師から避難所の実態や避難所での 

情報の提供方法を説明した。 

 

 

 

 

３ 国語の教科書では阪神淡路大震災の事例 

を踏まえている。現在の日本には外国からの 

人々も多くいる実態を話した。日本人を含 

め，外国の人たちにも正確に情報を伝えるた 

めの一つの方法として「やさしい日本語」を 

用いたポスターを作らせた。 

・ 佐藤和之教授（弘前大学）の研究室で運

営しているホームページにあった「やさし

い日本語」を使用したポスターの例を数枚

提示した。 

 

４ 「もっとわかりやすく誤解のない表現がな 

いか」について仲間が書いた作品を読み合い 

ながら検討していた。 

（生徒感想） 

・ 重要なところを絞って書くことを学ん

だ。 

・ 難しい言葉ではなく，いかに言い換える

かが大切であることを学んだ。 

・ やさしい日本語は外国の人だけではな

く，高齢者や子供にも分かりやすいという

ことを学んだ。 

 


